
歩数争い「ホップ ステ
ップ ウォーキング」

西部地区５住区(八雲、東根、中根、自由が丘、大岡山西)の参加者

「的を狙って高得点」
射的ゲーム

優しく運ぼう「新聞リレー」

　去る1月15日(日)、八雲小学校校庭で「新年お楽しみ会」を開催しました。
コロナ禍のため昨年、一昨年は中止し、3年ぶりに開催することができました。

　コロナ対策のため今年は参加者の方に事前の申込みをしてもらい、また、例
年振舞っていたお雑煮は自粛し、ついたおもちはおもち帰りいただきました。

　小学生が142名、幼児と大人が178名、合計320名の方が来場し、ウクライナか
ら来られて目黒区内にお住いの方も参加されました。

　　10時30分に児童館太鼓クラブの演奏で威勢よく開会
したときには、多くの方で校庭が占められました。

　青木区長のご挨拶後、正月遊びと餅つきに移ります。
正月遊びは児童館が担当して、コマ回し、けん玉、羽根
つき、ジャンボカルタと太鼓ふれあいの５コーナーに分
かれて、楽しんでもらいました。

　児童館の先生方は低学年の児童には丁寧に教えて、
高学年には良い対戦相手になってくれました。

　応募時にお手伝いをお申し出いただいた方々も子ども
たちと一緒に遊んでいました。

　餅つきは、2台の臼で6回行います。例年どおりもち米を地元の有
名和菓子屋さんにて蒸しあげて、特大のアルミバットで運びました。
（野球の金属バットではなく、料理で使う平らな容器のバットです）

　餅つきも事前にお申し出の方に手伝ってもらい、なんとか12臼をつ
き上げることができました。子どもたちやウクライナの方々にも、杵
を持って餅つきを体験してもらいました。

　もち帰ったもちを雑煮に入れて食べましたが、絹ごし豆腐のように
すべすべで、噛み応えもあり、たいへんおいしいお餅でした。

　2月5日（日）八雲体育館で各住区１５名の参加者、午後２時間の時間制限
でしたが３年ぶりに西部地区スポーツ大会が開催されました。

　初めて参加された女性は「一人も知り合いがいない、ドキドキする」と不安
そうでしたが４住区考案競技が始まると声援を送ったり筋肉痛になるほど走
ったりと運動会を楽しんでくれたようでまた参加したいと話してくれました。

　八雲住区から参加した小学生の男の子は今年度に新調したピカピカの優
勝トロフィーが欲しかったようです。残念ながら八雲住区は優勝を逃しまし
たが、来年こそは人数制限のない開催ができることを願いつつ、金色のトロ
フィーを八雲住区の手にできるよう頑張りたいと思います。

　2022年11月26日予定のめぐろ区民キャンパス避難所運営訓練があいにくの雨
天のため中止になりましたが、幸い2023年2月19日（日）に訓練の予約がとれて
開催できることになりました。

　今回の訓練の大きな目的は発災時に避難してきた誰でもがキャンパスの地下
倉庫にある災害用備蓄機材及びその他備蓄品を即座に、どの場所でどのように
設置して使用するかをメディア（LINE）の映像を見ながら、キャンパスのマップ上
の位置を読み取り、準備できるようにすることでした。
　従いまして今回は従来の訓練とは異なり撮影に重きが置かれました。撮影の
ための訓練スポットは8か所に設定しました。

1　キャンパス北側道路上の消火栓よりスタンドパイプを利用して飲料架台を設置する。
2　α化米炊飯準備。水の供給線とバーナーの燃料点火、発電機の使用、まかない君の使い方。
3　夜間照明設営（キャンパス内緑地設営する照明器具と発電機の使い方）
4　屋外の下水管直結型仮設トイレの組み立て設置。
5　水道が止まった際、体育館内の既存トイレ便器を利用した簡易トイレの使い方。
6　２階体育館内使用備蓄品の展示、室内パーテーションテント（女性、子供用）の組み立て。
7　キャンパス建物外周囲の使用エリア（ゴミ集積、ペットコーナーetc）
8　防災課による正面入り口のスタンドパイプ訓練（今回初)

　今回はスタッフの皆様が非常に熱心に訓練作業、撮影をされました。撮影した映像は編集作業したのち、後日LINEで公開を予
定しています。
　将来、被災時に目黒キャンパスに避難して来られた方々にこの映像が少しでもお役に立てればと思います。

青少年育成部会　部長  福谷 秀樹

めぐろ区民キャンパス避難所運営部会　実行委員会チーフ　　矢野 昭太郎

西部地区スポーツ大会実行委員会　寺光　直美
　主催：青少年育成部会　協力：八雲小学校PTA、八雲児童館、生活環境部会、ボーイスカウト目黒８団

　令和5年1月8日久しぶりの散歩の会を実現しました。今年は七福神め
ぐりはやめて初詣に切り替えました。

　朝から絶好の散歩日和で都立大駅を出発、渋谷で銀座線に乗り換え
溜池山王駅で下車、銀座線乗り場も電車もすっかり様変わりしていて驚
きました。

　日枝神社はエスカレーターもあり(もちろん健脚の方は階段で)本殿へ。
本殿の横には子猿を抱いたメス猿とオス猿が鎮座していて縁結び家内
安全の神様のようです。

　裏の方へ行くと地主神の山王稲荷と仕事運の猿田彦神社が祀られて
おり、帰り道には朱色の美しい千本鳥居が立ち並んでいる階段を降りて
帰路に向かいました。日枝神社は6月には江戸三大祭りの山王祭が有
名です。
　　

　来年は校庭で雑煮を振舞えるよう、感染が沈静化していることを願っております。

　最後に、誌面をお借りしお礼を申し上げます。八雲小学校の長谷校長と教職員の皆様、お手伝いいただいた保護者の皆様、PTA
の皆様、ボーイスカウト目黒8団の皆様、児童館の皆様、たいへんありがとうございました。
　

　来年度は、コロナ前に例年行っていた行事を再開する予定ですので、ぜひご参加やご協力をお願い致します。

生活環境部会　部長  坂川 玲子

赤坂日枝神社で参加者記念撮影

ウクライナ人親子もよいしょ！ お土産につきたての
お餅をプレゼント

ナレーションに合わせて
α化米炊飯作業を撮影

室内パーテーションテント
（女性、子供用）の組み立て

太鼓演奏で元気にスタート

急いで渡してね「バケツリレー」ウクライナの方も、餅つきを体験

青木区長がご挨拶

こま回しでゲーム みんなでジャンボカルタ

地下の災害用備蓄倉庫から運び出す

キャンパス入り口の
スタンドパイプ(水道)

屋外の下水管直結型仮設トイレの組み立て設置を実演して撮影


